
中外製薬、DX 戦略の中核に生成 AI を据えて業務革新を推進
Amazon Bedrock を活用して 6,000 人が利用する 生成 AI 
アシスタントを 2 か月で開発

中外製薬株式会社

ビジネスの課題：デジタルトランスフォーメー
ション推進と生成 AI

中外製薬では、中長期の DX 戦略として
「CHUGAI DIGITAL VISION 2030」を掲
げ、戦略を実現するためのリード役をデジ
タルトランスフォーメーションユニットが
担っており、全社横断でのソフト面・ハード
面の基盤構築、研究開発をはじめとする各
ビジネス部門の DX 支援や DX による共
創を推進しています。アマゾン ウェブ サー
ビス（AWS）を中核とした全社クラウド共
通基盤「Chugai Cloud Infrastructure
（CCI）」では、すでに数百のシステムが稼働
しており、現在 85% 以上のシステムがク
ラウド上で稼働しています。
「当社は 2025 年に創業 100 周年を迎え
ます。生命関連企業である製薬企業として、
国内外の法規制に準拠し、安全性と有効性
に優れた医薬品を提供するように努めてい
ます。この変化が激しい時代において、私た
ちの想いを実現するにはデジタルトランス
フォーメーション（DX）が欠かせません。特
に生成 AI は、変革を牽引する強力なドラ
イバー技術の一つと考えています」と、参与 
デジタルトランスフォーメーションユニッ
ト長の鈴木貴雄氏は語ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：Chugai AI Assistant の内
製開発と特徴

DX 推進の次のフェーズとして、中外製薬

はアジャイル開発手法を活用した内製開発
にチャレンジするとともに、同社はコアと
なる基盤技術の一つとして生成 AI の利活
用を推進しています。全社員向けの生成 AI 
共通基盤である Chugai AI Assistant は、
同社で初めてアジャイル開発手法を導入し、
内製開発を行ったプロジェクトです。中外
製薬は、AWS のコンサルティングサービ
スであるプロフェッショナルサービスがプ
ロジェクトの成功に大きく寄与したと評価
しています。
アプリケーションエンジニアとして同社初
のアジャイル開発に携わった、デジタル戦
略推進部 アジャイル開発推進グループの
尾形遥介氏は、「中外製薬社員とプロフェッ
ショナルサービスのメンバーでスクラム
チームを組み、1 週間単位のスプリントで
計画とレビューを行い、2 か月の開発期間
で Chugai AI Assistant をローンチしま
した。プロフェッショナルサービスは、技術
に精通したエキスパートが多く、さまざま
なサポートを受けられるのが魅力です。プ
ロジェクトを進める中で自身の成長を実感
しています」と、高く評価しています。
また、本プロジェクトのインフラエンジニ
アであるデジタル戦略推進部 アジャイル
開発推進グループの山田真也氏は、「中外製
薬は最先端の多様な技術的な選択肢から、
最適な技術を選んで導入したいというニー
ズを常に持っています。プロフェッショナ
ルサービスは、要件にマッチした最適な技
術を提案・導入することができます。質の高

概要：がん領域・抗体医薬品に強みを持つ研究開発型の製薬企業である中外製薬
では、DX を成長戦略の Key Driver の一つに位置付けており、すべてのバリュー
チェーンにおける生産性向上や研究開発領域の高度化に取り組んでいます。現在は、
コアとなる基盤技術の一つとして生成 AI の利活用を推進しており、全社員向けの生
成 AI 共通基盤である Chugai AI Assistant を Amazon Bedrock を中心に構
築し、リリースしました。全社員の 8 割を超える約 6,000 人がアクセスし、業務改善・
効率化に活用しています。

い Well-Architected に則った構成である
ことから、非常に安定して稼働しています。
プロフェッショナルサービスのメンバーは
非常に親身で、当社の内製開発においても
チームの一員として壁を感じることなく、
活躍してくれています。プロフェッショナ
ルサービスがあれば、さまざまなビジネス
ニーズに応えられると感じています」と述
べています。
Chugai AI Assistant は全社クラウド共
通基盤である CCI 上に構築されており、中
核となるソリューションとして Amazon 
Bedrock を採用しています。
「当社のCCIは AWS がメインであり、私た
ち内製開発チームも AWS のスキルを持っ
たスタッフが多いため、AWS を中心に使
うことが望ましいと考えました。Amazon 
Bedrock は多様な LLM（大規模言語モデ
ル）を組み合わせることが可能で、めまぐる
しく進化を遂げていく生成 AI 技術をうま
く活用できるプラットフォームであると考
えました。プロフェッショナルサービスの
支援が強力なことも、Amazon Bedrock 
の活用を決断したポイントの一つです」と、
本プロジェクトのプロダクトオーナーであ
るデジタル戦略推進部 アジャイル開発推
進グループ 課長の田畑佑樹氏は振り返り
ます。
Chugai AI Assistant の特徴の一つとし
て、統一されたプラットフォームから複数
の LLM を切り替えて使用できることが挙
げられます。「LLM ごとに生成 AI のプラッ
トフォームが乱立すると、ユーザー視点で
はアクセシビリティの観点で不便になり、
開発側の視点でも開発負荷が高くなってし
まうことが想定されました。Chugai AI 
Assistant という一つのプラットフォーム
で複数の LLM を使い分けられるという特
長は魅力的であり、また、現在においても
ユーザーニーズを反映した週次のリリース
を継続できています。例えば、プロンプトテ
ンプレートの充実など UX 改善に取り組
んでいます。加えて、Amazon Bedrock は
リリース当初からオプトアウトの設定に

よって再学習を禁止する作りにできたこと
も、機密性が高い業務でもユーザーが安心
して生成 AI を活用することに繋がった大
きなポイントです」と、尾形氏は語ります。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：全社員の 8 割が 生成 AI 活用、
RAG の多様な効果も大いに期待

Chugai AI Assistant の利用者は、2024 年 
10 月時点で 6,000 人に達しています。現
時点では、 Claude 3.5 Sonnet の人気が高
く、ドキュメント作成やアイデア出しに活
用されています。また、LLM が稼働するシ
ンプルな Chat アプリ以外にも、Retrieval 
Augmented Generation（RAG）技術を 
Chugai AI Assistant に導入しており、社
内データを活用した複数のユースケースで
活用されています。例えば、治験計画届出後
の照会対応における回答案の作成業務にお
いては、従来、人の手による類似質問・類似
事項の網羅的検索や回答案の作成に多くの
時間を要するといった課題がありました。
RAG 技術を活用することで回答案のドラ
フトを短時間で作成できることから、担当
者の業務サポートができ、約 57% の業務
削減効果を得ることができました。RAG 技
術の活用により、業務の属人化解消や、業務
品質の担保、従業員の負荷軽減といった多
様な効果が期待されています。
中外製薬のデジタルトランスフォーメー
ションをリードする鈴木氏は、生成 AI を
活用してどのような価値を生み出すかが重
要と強調します。「従来の生成 AI 活用は、
業務効率化や生産性向上がメインでした。
生成 AI は、自らの想いを新しいアイデア
へ昇華したり、隠れた暗黙知を活用できた
りと、革新を起こすことのできる技術だと
確信しています。製薬企業の創薬研究・臨床
開発・製造・販売の各領域で、さまざまなイ
ノベーションを創出することができると考
えています。AWS は、私たちのビジネスに
寄り添ってくれるパートナーであり、今後
もともに歩んでくれると期待しています」
（鈴木氏）

導入効果
● 約 6,000 人：Chugai AI Assistant 
を展開、全社員の約 80% にあたる約 
6,000 人が活用中

● 約 57%：社内データを RAG 技術で
活用し、一例として約 57% の業務削
減効果を実現

● AWS のサポートでアジャイル開発を推
進、週次のリリース、スプリントを継続中

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock

企業名：中外製薬株式会社
業種：医薬品の研究、開発、製造、販売お
よび輸出入
国名：日本
従業員数：7,604 名（連結、2023 年 
12 月 31 日現在）
ウェブサイト：
https://www.chugai-pharm.co.jp/
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「AWS の生成 AI サービス は中外製薬のイノベーションを支える中核となる
技術です。また、製薬業界に精通したメンバーによる手厚いサポートを提供い
ただいており、AWS はビジネスに寄り添ってくれる重要なパートナーです」

鈴木 貴雄 氏
中外製薬株式会社　参与　デジタルトランスフォーメーションユニット長
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企業概要
中外製薬株式会社
中外製薬（本社：東京）は、抗体エンジニ
アリング技術をはじめとする独自の創薬
技術基盤を強みとする、研究開発型の製
薬企業です。ロシュ・グループの重要なメ
ンバーであるとともに、東京証券取引所
プライム市場の上場企業として、自主独
立経営の下、アンメットメディカルニーズ
を満たす革新的な医薬品の創製に取り組
んでいます。中外製薬に関するさらに詳し
い情報は https://www.chugai-pharm.
co.jp/ をご覧下さい。


